
４．目的別歳出の状況

① 民生費は，児童福祉費や，支援費制度移行による扶助費、国保や介護保険への繰出金が増加。

② 教育費は，生涯学習施設等の整備や小中学校の増改築や統合が増加。

③ また衛生費は，ゴミ処理施設建設の終了によるものである。

目的別歳出のおもな構成比は，下表の通りである。

< 目的別歳出の構成比順 >  　　　　　（単位：　％）

※丸数字は構成比の順位

< 目的別歳出の内訳と増減 >

民生費 ２１．７  ①

構　　　　成　　　　比
費 目

総務費

衛生費

１７．６　②

１５．０　③

１３．３　④

１２．９　⑤

９．６　　⑥

土木費

公債費

教育費

１３．２　④

１１．８　⑥

平成１５年度 平成１４年度

２０．５　①

１７．３　②

１４．５　③

１２．６　⑤

●　構成比が最も高いのは民生費（２１．７％）で，１０年度に土木費を抜いて以来 ６年連続１位。

●　前年度比に比べ，民生費、教育費、公債費等が増加し，衛生費等が減少している。

農林水産業費

消防費

その他

民生費
1164億円
( +5.6% )

公債費
807億円
(+3.6%)

教育費
715億円
( +5.8% )

総務費
692億円
( ▲2.6%)

衛生費
513億円
(▲19.0%)

土木費
946億円
( +1.9 %)

190億円
(▲5.6%)

186億円
(+6.0%) 160億円

(▲0.4％）

H１５年度
歳出総額
5,374億円


